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「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」 35

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

� 【問合せ】U&Iときめき課　☎773－6659

南魚沼市で輝くひと（第25回）　  河
かわ

合
い

孝
たか

夫
お

さん
　今回は、Ｊターンされた河合孝夫さん〔小栗山地区在住、柏崎市出身〕を紹介します。
Ｑ �移住を決めたきっかけは？
Ａ ‌�東京で45年間務めた会社を定年退職し、平成28年10月に移住しました。
20年程前から塩沢の民宿に年4～ 5回通っていたことと、東京からの交
通の利便性を考えて、退職前からこちらへの移住を決めていました。

Ｑ �南魚沼での暮らしはいかがですか？
Ａ ‌�スキー場が近いので冬には雪が3ｍ近く積もりますが、庭でBBQができ
るし、山の風景もよいのでとても気に入っています。自分で少しずつ家を
改装して、ずっと思い描いていた理想の家に近づいています。

Ｑ �南魚沼の暮らしで、楽しみなことは？
Ａ ‌�東京から友人やその家族たちがよく泊まりに来てくれます。子どもたちも来てくれるので、来た人が喜
ぶ姿を思い浮かべながら、料理を研究したり庭や内装を整備するのが楽しいですね。

Ｑ �他にも趣味はありますか？
Ａ ‌�六日町のテニスクラブで週3回ほどテニスをしています。そこ
に来る人に、畑のことなどいろいろと教えてもらっています。

Ｑ �移住するときに、大切なことは？
Ａ ‌�自分が移住先で何をやりたいか、はっきり決めてくることです
ね。目標が定まっていれば、地域の人にも教わることもできま
す。教えてもらうことは素直によく聞き、よく相談することも
大切ですね。

「N
ニ イ ガ タ

IIGATA高校生マイプロジェクト☆L
ラ ボ

ABO in 南魚沼」が開催されました
　令和元年12月14日㈯、15日㈰にホテル坂戸城で開催し、市内外6校の
中学生・高校生80人が参加しました。国際情報高等学校の生徒は、自分た
ちが企画立案した「地域活性化案」を発表しました。また、地域活性事業を
行う青年会議所、チームこのめ、一般社団法人南魚沼市まちづくり推進機構
も事例発表を行い、高校生と地域関係者の意見交換の場となりました。

第3回ライフインパーティ開催決定
　若者の交流促進イベント「第3回L

ラ イ フ

IFE i
イン

n P
パ ー テ ィ

ARTY」を開催します。今まで交流のなかった同世代の人と
交流の輪を広げてみませんか？ 友達などを誘って、ぜひお申し込みください。

前回は150人が参加

日時　3月14日㈯
会場　ほてる木の芽坂〔小栗山〕
参加条件　�市内出身者・在住者・在勤者または南魚沼市

に何らかのゆかりがある20～ 30代の若者
参加費　2,000円
　　　　（軽食・ドリンク代（アルコール含む）込み）
申込み　QRコードからお申し込みください
締切り　3月9日㈪

申込は�
� こちら
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～
シリーズ

第82回

モンゴル国 　ツェヴェーンジャブ ハナー さん

私の国はこんなところ
　ロシアと中国の間に位置するモンゴルは、世界
で19番目に大きく、内陸国では2番目に大きい
国です。首都ウランバートルは、人口の約半数が
住む比較的人口が密集した地域です。
　一方で、田舎は非常に美しく、静かで新鮮な空
気と青空、多くの素晴らしい自然の創造物を楽し
むことができます。主要産業としては、6,500万

頭の家畜からなる畜産業や鉱業が有名です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　好きな思い出は、日本人のサービスと美しい心を感じることができたこと
です。空港をはじめ日本各地で感じる事ができました。何か尋ねると、誰で
も必ず協力してくれます。彼らが英語を話せなくても説明を理解することが
できます。
　日本の美しさを探求したいなら、南魚沼を選んでください。美しい考え方
や誠実で協力的な人びとに出会う事ができます。 更に、南魚沼で見つける
ことができる興味深いものの1つとして「浦佐毘沙門堂裸押合大祭」があり
ます。ほかにもスキーや花火、さまざまな驚くべき行事や文化を体験できま
す。

公用語 モンゴル語
首　都 ウランバートル
面　積 1,564,100㎢�（19位） 
人　口 3,238,000人

GDP（PPP） 268億ドル� （121位）
通　貨 トグルグ （MNT）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価
説（PPP）により算出した数値です

モンゴル国

け
、
世
に
知
ら
し
め
た
大
き
な
発
信
源
は

ス
キ
ー
観
光
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
産
業
の
原
点
は
「
出
稼
ぎ

解
消
」
そ
の
一
念
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
若

い
時
分
か
ら
地
域
の
観
光
協
会
長
の
職
務

に
就
い
て
い
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
歴
史
に
つ
い
て
、
当
時
を
知
る
先
達
か

ら
聞
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
開
設
初
年
に
ど
う
や
っ
て
誘
客
を
し

た
の
か
？
」
上
野
駅
に
降
り
立
っ
た
村
人

た
ち
が
手
に
し
て
い
た
ガ
リ
版
刷
り
の
チ

ラ
シ
。
そ
こ
に
書
か
れ
た
今
で
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
白
い
雪
と
白
い

米
」。
復
興
半
ば
の
首
都
の
雑
踏
に
、
当

時
の
若
き
先
輩
た
ち
は
ど
ん
な
思
い
で

立
っ
て
い
た
の
か
。
心
細
く
も
、
希
望
に

燃
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
今
が
当
た

り
前
で
は
な
い
、
袖
を
引
き
宣
伝
し
訴
え

た
の
だ
と
。

　
ぎ
り
ぎ
り
の
積
雪
の
中
、
必
死
の
思
い

で
営
業
を
続
け
る
ス
キ
ー
場
の
祝
賀
会
場

に
向
か
う
道
す
が
ら
、
す
で
に
鬼き

籍せ
き

に

入
っ
た
祖
父
や
父
、
多
く
の
先
達
の
顔
が

思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
状
況
は
深
刻
だ
。
し
か
し
、
へ
こ
た

れ
て
い
て
は
「
罰ば

ち
が
当
た
る
」
と
、
自
分

に
言
い
聞
か
せ
つ
つ
。

空
を
仰
い
で

　
「
経
験
が
な
い
」
と
誰
も
が
言
う
異
常

な
少
雪
に
空
を
仰
い
で
い
ま
す
。
雪
を
前

提
と
し
て
経
済
が
成
り
立
っ
て
い
る
当
市

で
は
、
観
光
業
や
除
雪
作
業
を
担
い
市
民

の
生
活
を
守
る
建
設
業
を
中
心
に
悲
痛
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
を
書
い
て

い
る
の
が
１
月
半
ば
、
一
日
も
早
く
順
調

な
降
雪
と
な
り
、
こ
の
市
報
が
届
く
２
月

に
は
雪
国
本
来
の
美
し
さ
を
取
り
戻
し
て

ほ
し
い
と
、
切
に
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
１５
日
㈬
、
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
の

７０
周
年
記
念
祝
賀
会
に
参
列
し
ま
し
た
。

終
戦
間
も
な
い
昭
和
２４
年
、
市
内
で
最
初

に
開
設
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
で
す
。
待
望
の

リ
フ
ト
架
設
は
昭
和
２９
年
。
当
初
は
村
人

が
足
踏
み
で
コ
ー
ス
を
作
り
、
物
資
乏
し

い
時
代
に
あ
っ
て
、
訪
れ
る
観
光
客
に
は

家
人
や
隣
家
の
布
団
を
融
通
し
、
自
前
の

食
材
な
ど
で
で
き
る
限
り
の
も
て
な
し
を

し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
や
「
民

泊
」「
６
次
産
業
化
」
な
ど
と
言
い
ま
す

が
、
ま
さ
に
当
地
の
民
宿
は
地
産
地
消
が

出
発
点
。
外
国
人
を
都
会
人
に
置
き
換
え

れ
ば
、
今
も
昔
も
根
本
は
変
わ
ら
な
い
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
や
地
酒
の
魅
力
に
価
値
を
付

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙
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【
問
合
せ
】
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

メ
ー
ル
：syom

u@
city.

�
m
inam

iuonum
a.lg.jp

令
和
２
年
度 

成
人
式
の
開
催

対�

象　
平
成
１１
年
４
月
２
日
～
平
成
１２
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
て
、
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
人
、
中
学
校
在
学
時
に

市
内
に
住
ん
で
い
た
人
、
令
和
２
年
１

月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

※�

対
象
者
へ
、
３
月
中
旬
に
案
内
を
送
付

し
ま
す

日
時　
５
月
３
日（
日
・
祝
）

　
午
後
１
時
～
３
時
（
終
了
予
定
）

　
受
付
：
正
午
～
午
後
０
時
５０
分

会
場　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

※�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
南
魚
沼
市
成
人

式
」
で
検
索
）
に
よ
く
あ
る
質
問
を
掲

載

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

メ
ー
ル
：kikaku@

city.
�

m
inam

iuonum
a.lg.jp

総
合
計
画
審
議
会
委
員
の
募
集

　
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
な
ど
を
示
す
「
第
２
次
南
魚
沼
市
総
合

計
画
」
に
関
し
て
、
調
査
・
審
議
を
行
う

総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
３
人
以
内

条�

件　
原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
す
る
２０

歳
以
上
で
、
年
１
～
３
回
開
催
す
る
会

議
（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
昼
間

の
半
日
程
度
）
に
出
席
で
き
る
人

※�

国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
職

員
を
除
く

任�

期　
令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
４
年

３
月
３１
日
（
２
年
間
）

報
酬　
１
回
４
，８
０
０
円

締
切
り　
２
月
２１
日
㈮
必
着

申�

込
み　
申
込
書
を
企
画
政
策
課
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
メ
ー
ル
に
よ

る
提
出
可
）
申
込
書
は
、
企
画
政
策
課
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

選�

考　
幅
広
い
分
野
や
年
齢
層
か
ら
の
市

民
参
画
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
審
議
会

（
委
員
定
数
１５
人
）
全
体
の
構
成
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
総
合
的
に
判
断

し
ま
す
。

※�

選
考
結
果
は
、
３
月
末
ま
で
に
申
込
者

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
事
務
局
（
本
庁
舎 

南

分
館
２
階
）

�

☎
７
７
５

－

７
７
８
５

南
魚
沼
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
・
使
用
期
限
に
注
意

　
南
魚
沼
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購

入
・
使
用
期
間
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
期
間
の
終
了
後
は
、
商
品
券
の
購

入
、
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

商
品
券
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

購
入
期
限　
２
月
２１
日
㈮

購
入
場
所　
市
内
郵
便
局

　
（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）

使
用
期
限　
３
月
１
日
㈰

使
用
で
き
る
店
舗　

南
魚
沼
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
取

扱
店

※�

詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
」
で

検
索
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い

【
問
合
せ
】
子
育
て
支
援
課

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
班

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

２
月
は
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

支
給
月
で
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

振
込
日　
２
月
１２
日
㈬

対
象
月　
令
和
元
年
１０
月
～

　
令
和
２
年
１
月
分

手
当
の
支
給
月
額
（
児
童
１
人
当
た
り
）

３
歳
未
満
の
児
童　

　
一
律　
１
５
，０
０
０
円

３
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童

　
第
１
・
２
子　
１
０
，０
０
０
円

　
第
３
子
以
降　
１
５
，０
０
０
円

中
学
生　
一
律　
１
０
，０
０
０
円

特�

例
給
付　
一
律　

５
，０
０
０
円
（
所

得
制
限
限
度
額
を
超
過
し
た
受
給
者
）

※�

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
支
給
を
停
止

し
ま
す
。
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
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� 【問合せ・申込み】福祉課 公営住宅係　☎773－6667
公営住宅の入居者募集

共通事項
募集期間　2月3日㈪～ 14日㈮
入居資格　・住宅事情に困っている
　　　　　・収入基準に適合している
　　　　　・同居する親族がいる
　　　　　　�（60歳以上と障がい者は、上記単身入居

「可」の住宅のみ単身での申込みが可能）
　　　　　・暴力団員ではないこと

家賃算定　収入に応じて決定します。
申�込方法　入居資格を確認のうえ、福祉課、大和・塩
沢市民センターで申込書を配布。申込書に必要書類
を添付し、募集期間内に福祉課 公営住宅係に提出。

選考方法　住宅委員会の審議により選考します。
入居可能時期　3月中旬以降の見込み。
※�入居にあたっては家賃3か月分の敷金、保証人1人
が必要となります

※�入居などの相談・問合せは、福祉課 公営住宅係で随時受け付けています。入居の申込みは、募集期間内のみ
となります

地
域

団地・住宅名
〔所在行政区名〕

募集
戸数 階数 間取り 建物の構造 単身

入居 家賃月額 駐車場料月額1台分
〔駐車可能台数〕 その他

大　
和

市営赤石団地
〔黒土新田〕 1 2階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造3階建 不可 17,300～
34,000円

1,700円
〔2台〕

市営桜沢団地
〔田町〕 3 1階

2階 3DK 鉄筋コンクリー
ト造3階建 不可 17,100～

33,700円
2,400円
〔2台〕

市営大崎団地
〔原小路〕 2 1階

2階 3DK 鉄筋コンクリー
ト造3階建 不可 14,100～

27,700円
1,700円
〔2台〕

六　
　
　
日　
　
　
町

市営宮住宅
〔宮〕 1 － 3DK 木造高床式2階

建 不可 17,500～
20,300円

無料（高床1階）
〔1台〕

車庫高さ
1.6ｍ

市営津久野住宅
〔津久野〕 1 3階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造3階建 不可 15,600～
30,700円

1,900円
〔1台〕

市営余川住宅1号棟
〔飯綱町〕 2 2階

3階 3DK 鉄筋コンクリー
ト造4階建 不可 16,500～

32,500円
2,500円
〔1台〕

市営余川住宅2号棟
〔飯綱町〕 2 4階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造4階建 不可 16,800～
33,000円

2,500円
〔1台〕

県営余川住宅3号棟
〔飯綱町〕 1 1階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造4階建 不可 16,600～
32,700円

2,500円
〔1台〕

市営西泉田住宅1号棟
〔西泉田〕 3 4階

5階 3DK 鉄筋コンクリー
ト造5階建 可 14,000～

27,500円
2,400円
〔1台〕

市営西泉田住宅2号棟
〔西泉田〕 1 2階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造3階建 不可 16,400～
32,300円

2,400円
〔1台〕

県営上町住宅松棟
〔上町1丁目4区〕 4

1階
3階
4階

3DK 鉄筋コンクリー
ト造4階建 不可 16,900～

33,200円
2,800円
〔1台〕

県営上町住宅梅棟
〔上町1丁目4区〕 1 1階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造4階建 不可 19,300～
38,000円

2,800円
〔1台〕

塩　
　
　
沢

市営樋渡団地
〔六分区〕 1 3階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造3階建 不可 17,400～
34,200円

無料�（入居者管理）
〔1台〕

市営泉盛寺団地
〔泉盛寺〕 1 2階 3DK 鉄筋コンクリー

ト造5階建 可 12,700～
24,900円

無料�（入居者管理）
〔1台〕

市営吉里団地
〔吉里〕 1 － 3DK 木造高床式2階

建 不可 17,700～
34,700円

無料（高床1階）
〔1台〕

車庫高さ
1.6ｍ

市営舞子団地B棟
〔舞子〕 1 3階 2LDK 鉄筋コンクリート造4階建 不可 20,500～

40,300円

2,000円
（大区画3,000円）

〔1台〕
市営上野団地
〔上野〕 1 3階 2DK 鉄筋コンクリー

ト造3階建 不可 19,100～
37,500円

2,000円
〔1台〕
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

地
域
公
共
交
通
協
議
会（
都

市
計
画
課 
都
市
計
画
係
）

�

☎
7
7
3

－

6
6
6
2

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
募
集
）
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
（
案
）

　
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
を
、
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
～
令
和
６
年
度
の
５

年
間
の
基
本
と
な
る
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
意
見

を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

※�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

地
域
公
共
交
通
協
議
会
の
考
え

方
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。
た

だ
し
、
個
々
の
意
見
に
直
接
回

答
は
し
ま
せ
ん

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　
２
月
５
日
㈬
～
１９
日
㈬

閲
覧
・
配
布
窓
口

・�

都
市
計
画
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー

・�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
案
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入

し
て
、
次
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

①
窓
口
に
持
参

閲
覧
・
配
布
窓
口
に
、
書
面
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

②
郵
送　
〒
９
４
９

－

６
６
９
６

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地

１南
魚
沼
市
役
所 

都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係
宛
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
７
２

－

８
６
５
９

「
都
市
計
画
課 
都
市
計
画
係
宛

て
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い

④��

メ
ー
ル　

toshikei@
city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

⑤
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

入
力
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
、
送

信
※�

電
話
や
口
頭
な
ど
、
記
録
に
残

ら
な
い
方
法
で
は
受
け
付
け
ま

せ
ん

意
見
な
ど
と
市
の
考
え
方
の
公
表

時
期　
３
月
２７
日
㈮

【
問
合
せ
】
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

交
付
の
た
め
の
時
間
外
窓
口
、

日
曜
窓
口
を
開
設

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
来
庁

で
き
な
い
人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
と
交

付
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
か
ら
交
付
ま
で
通
常
で
１

か
月
半
程
か
か
り
ま
す
。
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
間
外
窓
口

　
２
月
１９
日
㈬

　
午
後
７
時
ま
で

日
曜
窓
口

　
２
月
９
日
㈰

　
午
前
８
時
３０
分
～
正
午

※�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

受
付
窓
口　
本
庁
舎 

総
合
窓
口

申�

込
み　
申
請
手
続
き
は
予
約
不

要
で
す
が
、
カ
ー
ド
の
交
付
は

事
前
に
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※�

持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
市
報

１１
月
１５
日
号
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

【
問
合
せ
】
日
本
年
金
機
構 

　
六
日
町
年
金
事
務
所

�

☎
７
１
６

－

０
８
０
０

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
制
度
が
お
得

割
引
額
が
大
き
な
前
納
制
度

　

国
民
年
金
に
は
、
２
年
・
１

年
・
半
年
分
の
保
険
料
を
ま
と
め

て
前
払
い
す
る
前
納
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
特
に
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、

納
付
書
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
前
納
は
、
２
月
中
に
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月
々
の
口
座
振
替
は
早
割
制
度

が
お
得

　
当
月
保
険
料
の
口
座
振
替
日
を
、

早
割
制
度
を
利
用
し
て
翌
月
末
日

か
ら
当
月
末
日
に
す
る
と
、
月
額

５０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
口
座
振
替
（
翌
月
末

日
）
の
納
付
か
ら
早
割
に
変
更
す

る
場
合
は
、
再
度
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県
司
法
書
士
会

�

☎
０
２
５－

２
４
４－

５
１
２
１

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
　
司
法
書
士
会
で
は
毎
年
２
月
を

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
に
つ
い

て
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　
２
月
３
日
㈪
～
２９
日
㈯

会
場　
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

通
年
実
施
の
無
料
相
談

　
通
年
で
、
無
料
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
無
料
相
談

（
面
談
・
電
話
相
談　
要
予
約
）

�

☎
０
２
５－

２
４
４－

５
１
２
１

　

�

水
曜
日
の
午
後
１
時
３０
分
～
４

時
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
電
話
相
談
）

�

☎
０
２
５－

２
４
０－

７
８
６
７

月
～
金
曜
日
の
午
前
１０
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
電
話
相
談
）

�

☎
０
２
５－

２
４
０－

７
９
７
４

月
～
金
曜
日
の
午
前
１０
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時
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イベント日程
12：00　弾き語り北越雪譜〔塩沢信組本店〕
13：00～ 16：00　雪中の戯

しばい

場〔塩沢勤労者体育センター〕
　　　　オープニング　塩沢織物　着物ショー
　　　　第一部　自作歌舞伎　音曲披露「関山村毛塚縁起」（二幕）「北越雪譜」雪中の幽霊より
　　　　第二部　舞踊・曲弾き　雪華会
　　　　第三部　子ども歌舞伎「絵本太功記十段目　尼崎閑居の場」（一幕）
14：00～ 19：00　織物展示会・小物抽選会〔鈴木牧之記念館〕　※観覧無料　9：00～ 20：00

ふれあい広場（主会場）周辺
　甘酒サービス、地酒・飲食コーナー、露店多数
14：00　飲食ブース開始
15：00　子ども福餅まき
17：30　百八燈大護摩
18：30　雪のステージイベント
20：00　福餅まき（子ども・一般）
20：30　終了予定
※天候などにより、内容や時間を変更する場合があります

同時開催
雪譜まつり書道展 　2月15日㈯ ～ 3月1日㈰　塩沢公民館で開催
ひな雪見かざり 　2月15日㈯～ 4月3日㈮
　三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の約60軒で公開
俳句会 　2月16日㈰　9：00～　〔喰処はなや〕

主催　しおざわ雪譜まつり実行委員会
（‌�塩沢商工会、塩沢区、みなみ魚沼農業協同組合、南魚沼市観光協会、
塩沢織物工業協同組合、南魚沼市）

昨年の歌舞伎公演
「菅
すがわらでんじゅてならいかがみ

原伝授手習鑑 寺子屋の段」

子ども福餅まき

・ワンフリーナイン
・とんどころ さほ
� （市内出身）
・ダンスパフォーマンス

雪のステージイベント

17

至　湯沢
塩　沢　駅

Aコープ

セブンイレブン

塩沢公民館

鈴木牧之記念館

塩沢小学校 第四銀行

市役所塩沢庁舎

P
やまだ織

P

P
牧之通り

（塩沢小学校入口） （塩沢庁舎入口）

塩沢信組

塩沢信組
事務所

本店

至　六日町➡

〒

（塩沢駅前） （島新田入口）

勤労者体育センター

至　湯沢 至　六日町➡

まつり主会場
ふれあい広場

� 【問合せ】塩沢商工会　☎782－1206　ウェブサイト https://shiozawasho.jp/

第36回しおざわ雪譜まつり
～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、
� 雪国文化を伝承する祭りです～

２月15日㈯
毎年２月の
第３土曜日
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次々と小さな目標を立てて歩く
東日本大震災（平成23年3月）（埼玉県川口市　災害当時40代 男性）

　その瞬間は、赤坂にあるホテルの19階で、仕事の打ち合わせをしていました。「免震構造の建物
は、これ位揺れるはず。まずは窓から離れて…」と、比較的落ち着いていました。しばらくすると、
ホテルの人から「建物の外へ出てください」と言われ、19階から1階まで歩いて下り、駐車場へ
避難しました。しかし時間ばかり過ぎていくので、午後5時頃、「そのうち電車が動きはじめるだ
ろう」と信じ、歩いて帰ることを決意。よく地図を見ていたし、このあたりに土地勘もあったので
す。いざ、歩き始めると、ヘルメットを被り、スリッパを履いたOLを数多く見かけました。ヒー
ルのある靴だと、歩きづらいのでしょうね。
　途中でコンビニに寄り、トイレを借りたついでにペットボトルの水を買い、水分を補給しながら
歩きました。また、携帯電話の地図を見ながら歩いていたのですが、
途中でバッテリーが切れそうになり、地図を買おうと本屋さんにも寄
りました。途中の駅に着いた頃には、バスも動き始めていましたが、
長蛇の列。しかも交通渋滞もひどく、いつ帰れるか見当もつきません。
結局自宅のある川口まで歩くこと4時間。なんとか歩き切れたのは
「次はあの駅まで」「今度はあの通りまで」と、次々と小さな目標を設
定して歩いたのが良かったんだと思います。

一 日 前 プロジェクト（災害に備えて）
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

【
問
合
せ
】
環
境
交
通
課

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
６

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
の
加
入

申
込
み
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
込

み
で
、
集
金
を
行
わ
な
い
行
政
区
が
あ

り
ま
す
。
次
の
行
政
区
で
加
入
を
希
望

す
る
人
は
、
加
入
申
込
は
が
き
が
届
い

た
ら
、
各
自
で
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く

金
融
機
関
で
会
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　
加
入
申
込
は
が
き
は
、
２
月
１５
日
㈯

以
降
に
届
く
予
定
で
す
。

対
象
行
政
区

大
和
地
域

湯
谷
、
芋
赤
、
高
田
、
岩
山
、
西
浦
、

浦
佐
上
町
、
田
町
、
富
町
、
川
原
町
、

浅
地
町
、
鰕
島
、
八
色
原
、
穴
地
新

田
、
下
二
、
海
土
ヶ
島
新
田
、
今
町

新
田
、
芹
田

六
日
町
地
域

広
堀
、
中
手
原
、
山
口
、
岡
、
下
出

浦
、
下
薬
師
堂
、
藤
原
、
法
音
寺
、

稲
穂
ヶ
丘
、
泉
新
田
、
長
森
、
野
田
、

北
田
中
、
宇
津
野
、
奥
、
寺
尾
、
五

日
町
１
区
、
五
日
町
２
区
、
五
日
町

３
区
、
欠
之
下
、
舞
台
、
中
川
新
田
、

金
城
、
宮
、
君
帰
、
庄
之
又
、
美
佐

島
、
余
川
本
町
、
飯
綱
町
、
学
校
町

１
丁
目
、
学
校
町
２
丁
目
、
学
校
町

３
丁
目
、
学
校
町
４
丁
目
、
北
辰
、

小
栗
山
、
仲
町
、
伊
勢
町
、
八
幡
、

大
和
町
２
丁
目
、
緑
町
、
栄
町
、
上

町
１
丁
目
１
区
、
上
町
１
丁
目
３
区
、

上
町
１
丁
目
４
区
、
上
町
２
丁
目
、

東
泉
田
、
若
葉
町
、
沖
町
、
下
大
月

塩
沢
地
域

三
郎
丸
、
枝
吉
、
金
清
坊
、
中
之
島
、

上
田
掛
之
下
、
小
松
沢
、
吉
里
、
栃

窪
、
北
山
、
１
分
区
、
６
分
区
、
八

竜
、
中
野
、
中
子
、
舞
子
、
南
田
中
、

君
沢
、
大
和
、
石
打

　
対
象
行
政
区
以
外
の
人
も
、
金
融
機

関
の
窓
口
で
直
接
会
費
を
納
入
す
る
こ

と
で
加
入
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２

－

０
１
０
０

し
お
ざ
わ
雪
譜
ま
つ
り
書
道
展

　
塩
沢
地
域
の
小
・
中
学
校
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
上
位
入
賞
作

品
（
牧
之
賞
・
市
長
賞
・
商
工
会
長

賞
）
を
展
示
し
ま
す
。
力
作
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
２
月
１５
日
㈯
～
３
月
１
日
㈰

時�

間　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
９
時
３０

分
（
月
曜
日
の
み
午
後
４
時
５０
分
ま

で
）

会
場　
塩
沢
公
民
館 

玄
関
ロ
ビ
ー

費
用　
無
料
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�【問合せ】廃棄物対策課　☎782－0339

ごみにしない！
� ３Ｒ推進コーナー

不用食器の拠点無料回収実施中！
　新聞や紙に包まず、箱や袋に入れて
お持ちください。

【
問
合
せ
】
新
潟
労
働
局 

賃
金
室

�
☎
０
２
５－

２
８
８－

３
５
０
４

最
低
賃
金
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
１８
歳
未
満
ま
た
は
６５
歳
以
上
の
人
、
雇

入
れ
後
６
か
月
未
満
で
あ
っ
て
技
能
習
得

中
の
人
、
清
掃
・
片
付
け
の
業
務
に
主
と

し
て
従
事
す
る
人
な
ど
は
特
定
最
低
賃
金

で
は
な
く
、
新
潟
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
使
用
者
も
労
働
者
も
最

低
賃
金
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
・
相
談
】

　
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

�

☎
０
２
５
８－
３
７－

６
１
１
０

�

（
労
働
相
談
専
用
電
話
）

休
日
労
働
相
談
会

　

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、

社
会
保
険
労
務
士
と
労
働
相
談
所
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
２
月
２３
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時
３０
分

相
談
方
法　
面
談
か
電
話

※
面
談
は
予
約
優
先

会�

場　
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡

　
５
階
〔
長
岡
市
大
手
通
〕

※�

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
に
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す

新潟県最低賃金一覧
新潟県最低賃金 時間額 効力発生日

新潟県で働くすべての労働者に適用 830円 令和元年10月6日

特定最低賃金 時間額 効力発生日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具製造業 908円 令和元年12月31日

各種商品小売業 842円 令和元年12月31日

自動車（新車）、自動車部品・附属品小売業 919円 令和元年12月19日

 回収後は 
　専門のリサイクル業者へ引き
渡し、新たに使ってもらえる人
が再利用（リユース）します。

 ポイント 
・回収は無料
・セットでなくて単品でも可
・�化粧箱に入ったものはそのま
まで可

・�新聞や紙に包まず、箱か袋に
入れる

 対象外 
・割れた食器・欠けたもの
・‌�自作の食器・ペットのえさ皿
など

 回収場所と時間 
回収場所 不燃ごみ処理施設〔上十日町〕 大和庁舎

受入時間

月～土曜日
9：00～ 12：00、13：00～ 17：00 毎週水曜日

8：30～ 17：00
（閉庁日は不可）日曜日・祝日

9：00～ 12：00

 回収対象 　陶磁器製、ガラス製、金属製などの食器全般

市報 みなみ魚沼　令和2年2月1日発行9



結びつくと、やりがいを感じます。
市長　どんな人に向いていると思いますか？
田�鍋　私は大学の工学部で学びました。機械と向き
合って1人で黙々とやる作業が多いです。機械を
扱うので理系の人に向いていると思います。
市長　会社の魅力は？
田�鍋　新入社員や市外からきた人に対して、気を
配って受け入れているところです。温かい人が多
いところが魅力だと思います。
市長　市に対する意見などはありますか？
田�鍋　若者は、地方特有の付き合いを煩わしく感じ
るときがあると思います。町内のことに負担なく
参加できるようになれば、若者も地元に残りやす
くなるのかなと思います。
市�長　若者の人との付き合い方の価値観が変わって
きていると思います。簡素化した方が良いと感じ
るところもあるので、取り組めるところから環境
づくりを見直していきたいと思います。

印刷から製本まで大量生産で対応
　昭和58年に当工場が竣工しました。当時、創業者である代表取締役会長の梅田氏は埼玉で印刷工場を
営んでいましたが、もともと南魚沼出身の社員が多かったことから、首長の要請を受けて津久野工業団地
に新会社を設立しました。早期からバリアフリーを導入するなど、さまざまな人が働きやすい環境を整備
しています。
　創業当初はカラオケの目次本が主流でしたが、現在はレジのレシートや宅配会社の不在票、公営競馬に
使われるマークシートなど幅広い製品を生産しています。
　特に、宅配会社の不在票は、毎週4～ 5万冊を印刷しています。不
在票などの担当者ごとに表記が変わるような製品は、細心の注意を払
う必要があり、高品質のものを大量に作り上げる技術が求められます。
　現在は130人の社員が働いており、長年勤務している社員や女性
社員も多くいます。令和２年度からは、社員が仕事以外にもつながり
や楽しみを持てるような取り組みを始めていきたいと考えています。
市が行うイベントやセミナーなどさまざまなことに積極的に取り組み、
高速紙工業の名を多くの人に知ってもらいたいと思います。

今の仕事や職場について語ってもらいました

次世代をつなぐ職員　田鍋保
やす

昭
あき

さん
市長　この会社で働くきっかけは？　
田�鍋　大学生の時に、合同説明会でこの会社を知りま
した。たまたま同級生が入っていたので、実際の状
況を教えてもらい、入社を決めました。
市長　どんな仕事をしていますか？
田�鍋　現在13年目で、ずっと情報を印刷物に付加す
る仕事を担当していました。本年度から印刷そのも
のを担当しています。今までにない技術が必要にな
り自分の腕が試されています。学んだことが成果に

シリーズ⑨

高速紙工業株式会社
〒949－6797 南魚沼市津久野1112番地14
☎773－5300　FAX 773－3304

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します�──────────────

次世代につなげる企業からのメッセージMinami Uonuma NEXT
エム ユー ネクスト

企業募集中　掲載を希望する場合は、商工観光課 商工振興班（☎773－6665）にお問い合わせください。

工場内の機械や製品を説明している
様子

市報 みなみ魚沼　令和2年2月1日発行 10



プ
ラ
チ
ナ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
三
遊
亭
楽
太
郎�

�

十
八
番
集
３
」（
７０
分
）

　
六
代
目
三
遊
亭
圓え

ん
楽ら

く
を
襲
名
し

た
三
遊
亭
楽
太
郎
さ
ん
の
落
語

「
明あ

け

烏が
ら
す」「
芝
浜
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　
２
月
１３
日
㈭

　
午
前
１０
時
～
１１
時
１０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
一
般
・
高
齢
者

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
ム
ー
ミ
ン
～
友
情
の
巻
～
」

�

（
１
０
０
分
）

　
世
界
中
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
ム
ー

ミ
ン
の
パ
ペ
ッ
ト
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
上
映
し
ま
す
。

声
の
出
演
：
松
た
か
子
、

　
段
田
安
則

日�

時　
２
月
１５
日
㈯　
午
前
１０
時

３０
分
～
午
後
０
時
１０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
ど
な
た
で
も

テ
ー
マ
展
示

冬
の
祭
り
を
楽
し
も
う
！

　
２
月
か
ら
、
冬
の
祭
り
が
始
ま

り
ま
す
。
雪
ま
つ
り
を
楽
し
む
た

め
に
、「
雪
」「
酒
」「
温
泉
」「
鈴

木
牧
之
」
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、「
裸
押
合
大
祭
」
の
本
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
展
示
・
上
映
し
ま
す
。

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日

　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�

容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
２
月
９
日
㈰

　
午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

読
書
の
つ
ど
い

た
の
し
い
こ
と
ば

日
時　
２
月
１５
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ�

ー
マ　
「
こ
と
ば
」
っ
て
お
も

し
ろ
い
！

内�

容　
大
型
絵
本
「
へ
ん
し
ん
ト

ン
ネ
ル
」「
へ
ん
し
ん
オ
バ
ケ
」、

本
の
紹
介
ほ
か

対
象　

　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う
！

　
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
、
み

ん
な
で
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

日
時　
２
月
２１
日
㈮

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん
、

手
遊
び
、
歌
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

費
用　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
、

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
１
月
１６
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

２
月
２０
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

2月の開館日時
南魚沼市 　‌�月～金9：30～ 20：00（土日祝 19：00まで）�

休館： 6日㈭、20日㈭（図書整理日）
大　和 　‌�☎777－4671　火～日祝 9：00～ 19：00�

休館：月曜日（祝日の場合は翌日）
塩　沢 　��‌�☎782－0100　9：00～ 20：00
	 （月土日祝 17：00まで）

【申込み・問合せ】南魚沼市図書館　☎773－6677

みんなの 図書館

手
作
り
＆
脳
活
応
援
本

　
頭
の
体
操
に
な
る
「
楽
し
い
手

作
り
」
の
本
や
ク
イ
ズ
の
本
を
紹

介
し
ま
す
。
頭
で
考
え
、
手
を
動

か
し
て
脳
を
活
性
化
し
ま
し
ょ
う
。

元
気
に
動
い
て
健
康
づ
く
り

（
日
本
生
活
習
慣
予
防
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
よ
り
）

　
２
月
は
、
全
国
生
活
習
慣
予
防

月
間
で
す
。
早
歩
き
、
壁
ト
レ
、

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
健
康
づ

く
り
に
役
立
つ
本
を
集
め
ま
し
た
。

寒
い
冬
は
家
に
こ
も
り
が
ち
に
な

り
ま
す
が
、
軽
い
運
動
や
散
歩
が

て
ら
、
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

こ
と
ば
を
楽
し
も
う

　

子
ど
も
向
け
に
、
し
り
と
り
、

早
口
言
葉
、
回
文
な
ど
の
こ
と
ば

遊
び
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
家
族

で
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
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魚沼ベストショット展 PartⅨ
期間　3月2日㈪まで
　魚沼地域の変化に富んだ風景や風物に魅せられた写
真家のベストショットを展示。　

池田記念美術館
開館9：00～ 17：00（入館終了16：30）

2月の休館：毎週水曜日
☎780－4080　FAX 777－3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下無料

常設展 　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展 　期間　2月24日（月・振休）まで

今泉記念館 雪月花展
　雪・月・花を描いた作品を展示します。雪の清涼さ、
月の柔らかな輝き、花のかれんな美しさを感じてみま
せんか。加山又

また

造
ぞう

、伊東深
しん

水
すい

らが描く自然の美しさを
ご覧ください。

南国の摩訶不思議な世界
　今ではパプアニューギニアからの持ち出しが禁止さ
れている、貴重な民族美術のコレクションを多数展示。

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～ 17：00（入館終了16：30まで）
2月の休館：25日㈫～ 29日㈯

今泉記念館アートステーション

第18回リコーダーコンサート
　今年で18回目を迎える、春のリコーダーコンサー
ト。古き時代の音楽やおなじみのメロディーなど数種
類のリコーダーを使って演奏します。身近な楽器リ
コーダーが奏でるあたたかな音色をご堪能ください。
日時　3月1日㈰　14：00～（開場　13：30～）
会場　市民会館
　大ホール
入場料　無料

南魚沼市民会館
受付8：30 ～ 17：15

2月の休館：3日㈪、10日㈪、17日㈪、25日㈫
☎773－5500　FAX 772－8161　URL http://www.6bun.jp/kaikan/

今
いま

福
ふく

進
すすむ

人形展～昭和の子どもたち～
期間　2月5日㈬～ 3月30日㈪
主催　射

しゃ

干
が

の会
※会期中、市民は観覧無料
同時開催 　第15回
　三国街道塩沢宿ひな雪見かざり

花紬体験
　塩沢の織物や押花を使ってはが
きやしおりにデザインします。
日時　2月15日㈯　14：00～ 19：00（予約不要）
体験料　500円～・つむぎ細工コース・押花コース
日時　2月16日㈰　10：00～ 16：00（要申込み）
体験料　お得な1,000円コースあり
　詳しくは、お問い合わせください。
※�2月15日㈯は、雪譜まつりのため20：00まで開館
を延長します

鈴木牧之記念館
開館9：00～ 16：30  2月の休館：4日㈫

☎ ・ FAX 782－9860� URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥ 大人500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

富岡惣一郎　没後25周年「私は鳥になった」
期間　３月16日㈪まで
　富岡惣一郎は上空からの取材方法
「バーズアイ」によって、厳冬期の人
跡未踏の北アルプスを鳥のように見下
ろした景色などを白と黒の対比で描
きました。　　
　「バーズアイ」の構図で描かれた
作品を中心に、初期から晩年までの作品を展示。

観覧無料　ラウンジ展 2月
市民ギャラリー �ヒロスイ写真館写真展「背景魚沼」
城内さんぽ～ふるさと歳時記～ 　城内の歳時記を井
口亘

わたる

さん（城内出身）のイラストで紹介します。

トミオカホワイト美術館
開館10：00～ 17：00（入館終了16：30）  ２月の休館：毎週水曜日

☎775－3646　FAX 775－3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

市民無料の日：8日㈯、18日㈫、28日㈮

黒部湖

ガキ大将

錯覚展2020 ―杉原教授の不思議な世界―
期間　4月6日㈪まで
　錯視の第一人者、明治大学研究特別教授 杉原厚

こう

吉
きち

さんが考案した作品を最新作も含めて多数公開します。

W
ウ イ ン タ ー

inter C
コ ン サ ー ト

oncert
日時　2月23日（日・祝）� 13：30 ～　　参加費　無料
　出演はヴァイオリン吉田真紀さん、チェロ吉田愛さ
ん、ピアノ荒澤里咲さんの3人。雪景色を眺めながら
プロの演奏家が奏でる音楽をお楽しみください。
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申�

込
み　
参
加
希
望
者
は
、
学
校
教
育
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
環
境
省 

信
越
自
然
環
境

事
務
所 

谷
川
自
然
保
護
官
事
務
所

�

☎
０
２
７
８－

６
２－

０
３
０
０

上
信
越
国
立
公
園

公
園
指
定
７０
周
年
記
念
写
真
展 

　

環
境
省
信
越
自
然
環
境
事
務
所
で
は
、

本
年
度
が
上
信
越
国
立
公
園
の
公
園
指
定

７０
周
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
３
県
２１
市
町
村
に
ま
た
が
る
公
園
内
の

風
景
、
動
植
物
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
写

真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
間　
２
月
２１
日
㈮
ま
で

時�

間　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
８
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
７
時
ま

で
）

※
第
１
・
第
３
木
曜
日
は
休
館
日

会
場　
図
書
館 

展
示
コ
ー
ナ
ー

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
学
校
教
育
課

�

☎
７
７
３

－

６
７
０
０

令
和
２
年
度 

南
魚
沼
市
中
学
生

海
外
派
遣
事
業　
派
遣
生
募
集

対�

象　
令
和
２
年
度
に
、
市
内
に
在
住
す

る
中
学
３
年
生

派
遣
予
定
期
間

８
月
２４
日
㈪
～
３１
日
㈪
【
８
日
間
】

派�

遣
先　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

定
員　
１２
人

応
募
方
法

　
学
校
教
育
課
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

締
切
り　
２
月
１７
日
㈪

選
考
検
査　
２
月
２９
日
㈯

選
考
会
場　
市
民
会
館

選�

考
方
法　
日
本
語
作
文
、
日
本
語
面
接
、

英
語
面
接

個�

人
負
担　

１５
万
円
（
そ
の
他
に
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
費
用
、
Ｅエ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
申
請
費
、

小
遣
い
な
ど
の
実
費
負
担
が
必
要
）

※�

経
済
的
理
由
で
参
加
が
困
難
な
生
徒
に
、

１５
万
円
を
助
成
す
る
「
中
学
生
海
外
派

遣
助
成
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

海
外
派
遣
事
業
説
明
会

　
今
年
か
ら
行
き
先
や
内
容
が
変
わ
る
た

め
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日�

時　
２
月
１０
日
㈪

　
午
後
６
時
３０
分
～
７
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
87

録
で
す
。
冒
頭
に
開
校
当
時
の
学
校
の
様

子
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

竹
俣
校
は
、
明
治
７
年
に
福
昌
庵
を
教

場
と
し
て
授
業
を
開
始
。
し
か
し
、
教

場
が
狭
か
っ
た
こ
と
、
通
学
に
不
便
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
元
郷
蔵
を
営
繕
し
、

明
治
１０
年
１
月
に
移
転
し
た
。

②�

校
舎
の
東
は
三
国
街
道
に
面
し
、
日
夜
、

人
馬
の
往
来
が
あ
る
。
西
に
は
、
大
六

天
神
社
の
森
が
あ
り
鳥
が
群
れ
を
成
し

て
い
る
。

③�

校
舎
は
石
垣
で
囲
ま
れ
、
そ
の
上
に
植

え
ら
れ
た
草
花
で
蜂
や
蝶
が
戯
れ
て
い

る
風
景
は
、
ま
る
で
書
画
の
よ
う
で
あ

る
。（
写
真
参
照
）

④�

炎
夏
で
も
、
窓
を
開
け
れ
ば
涼
風
が
入

り
生
徒
の
健
康
に
適
し
、
勉
強
を
奏
功

す
る
。

資
料
紹
介

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
に
「
学

制
」
が
公
布
さ
れ
、
各
地
に
小
学
校
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
魚
沼
地
域
で
は
、
明
治
６
年
に
一
日

市
校
、
塩
沢
校
、
六
日
町
校
が
開
校
し
ま

し
た
。
塩
沢
校
に
は
、
竹
俣
校
、
吉
里
校
、

中
村
校
、
樺
野
沢
校
な
ど
の
付
属
校
が
あ

り
ま
し
た
。

　
各
学
校
の
歴
史
は
、
学
校
沿
革
誌
と
し

て
、
開
校
か
ら
現
在
（
あ
る
い
は
閉
校
）

に
至
る
ま
で
の
学
校
の
組
織
、
財
産
、
財

政
、
教
員
、
児
童
、
行
事
な
ど
の
状
況
が

記
録
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

地
域
の
学
校
教
育
の
歴
史
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県

で
は
、
明
治
１７
年
の
県
の
布
達
に
よ
り
、

各
学
校
で
沿
革
誌
の
編
さ
ん
が
始
ま
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
布
達
以
前
に
記
さ
れ
た
、
沿
革
誌

の
は
じ
ま
り
と
も
と
れ
る
「
学
校
開
業

記
」（
個
人
蔵
）
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。「
学
校
開
業
記
」
は
、
竹
俣

校
の
開
校
か
ら
明
治
１３
年
ご
ろ
ま
で
の
記

写真　竹俣校景況（「学校開業記」より）
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トレーニングマシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシン
ウォーキングと油圧マシンを使った全身運動をし
てみませんか？マシンは、どなたでも簡単に利用
できます。
日時　2月16日㈰　12：00～ 13：30
対象　中学生以上
定員　6人（先着）
受講料　会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、
　飲み物
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）

公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼
2月の休館日

3日㈪、10日㈪、
17日㈪、25日㈫

スラックライン講習会
　ベルトの上でバランスをとるスポーツ「スラッ
クライン」の講習会を開催します。子どもも大人
も大歓迎です。まずは、遊び感覚でベルトの上に
片足で立つ練習から始めてみませんか？
日時　2月～ 3月の毎週水曜日� 17：30 ～ 18：30
対象　5歳（年長）児以上
定員　各10人（先着）
受講料　無料
会場　2階アリーナ
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、
　飲み物
申込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）

【
問
合
せ
】

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

�

☎
７
７
３

－
６
６
３
０

令
和
２
年
度
南
魚
沼
市
体

育
施
設
の
利
用
団
体
登
録

　
市
内
体
育
施
設
・
小
中
学
校

体
育
施
設
は
、
団
体
登
録
す
る

こ
と
で
優
先
予
約
が
で
き
ま
す
。

登
録
は
、
年
度
ご
と
に
更
新
が

必
要
で
す
。

　
登
録
後
、
利
用
調
整
会
議
に

出
席
し
、
各
団
体
と
施
設
予
約

の
調
整
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対�

象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
５
人
以
上
で
構
成

さ
れ
、
市
内
体
育
施
設
を
継

続
的
に
利
用
す
る
団
体

費
用　
年
間
５
，０
０
０
円

申�

込
み　
申
請
書
と
団
体
登
録

料
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
、
大

和
・
塩
沢
公
民
館
、
デ
ィ
ス

ポ
ー
ト
南
魚
沼
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。（
申
請
書
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

体
育
施
設
利
用
調
整
会
議
の

日
程

調
整
期
間

　
４
月
１
日
㈬
～
７
月
１０
日
㈮

　
調
整
会
議
へ
の
参
加
は
、
２

月
２８
日
㈮
ま
で
に
、
利
用
団
体

登
録
が
必
要
で
す
。

六
日
町
地
域
体
育
施
設

日
時　
３
月
１０
日
㈫

　
午
後
７
時
～

会�

場　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

２
階 

ア
リ
ー
ナ

塩
沢
地
域
体
育
施
設

日
時　
３
月
１１
日
㈬

　
午
後
７
時
～

会
場　
塩
沢
公
民
館
１
階

　
講
堂

大
和
地
域
体
育
施
設

日
時　
３
月
１２
日
㈭

　
午
後
７
時
～

会�

場　
大
和
公
民
館
２
階

　
大
会
議
室

【
問
合
せ
】
慶
應
義
塾
大
学

　
混
声
合
唱
団
楽
友
会

メ�

ー
ル
：

　

�keio
-gakuyukai@

gm
ail.com

慶
應
義
塾
大
学
混
声
合
唱

団
楽
友
会 

フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

　
慶
應
義
塾
大
学
混
声
合
唱
団

楽
友
会
は
、
毎
年
２
月
、
南
魚

沼
を
拠
点
に
演
奏
旅
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
２８
回
目
と
な
る
本
年
も
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
定
番
の
合
唱
曲
か
ら
ポ
ッ
プ

ス
な
ど
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
歌
の
ス
テ
ー
ジ
を
お
届

け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

日
時　
２
月
１９
日
㈬　

　
午
後
６
時
３０
分
～

場
所　
塩
沢
公
民
館

料
金　
無
料

曲�

目　
あ
り
が
と
う
、
カ
ン
ト

リ
ー
ロ
ー
ド
、
ジ
ェ
リ
コ
の

戦
い
、
積
水
ハ
ウ
ス
の
歌
、

Ａア 

ｗホ

ー

ル

ｈ
ｏ
ｌ
ｅ 

ｎニ

ュ

ー
ｅ
ｗ 

ｗワ

ｏー

ル

ド

ｒ
ｌ
ｄ
、
麦
の
唄
、
宇
宙

戦
艦
ヤ
マ
ト
、
怪
獣
の
バ

ラ
ー
ド
、
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う
な
ど
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

�

南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

介
護
予
防
講
演
会

～
楽
し
く
元
気
に

　
　
　
　
毎
日
を
過
ご
そ
う
～

　
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に
関
心
を
持
ち

実
践
し
て
い
く
た
め
の
介
護
予
防
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
足
腰
を
活
発
に
使
う
こ
と
は
、
転
倒
防

止
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
、
認
知
症
予
防
、

う
つ
予
防
な
ど
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
５
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

内
容　
介
護
予
防
の
知
識
と
実
技

「
高
齢
者
の
動
き
の
特
徴
」「
日
常
生
活

の
活
性
化
」「
通
い
の
場
の
利
用
」「
体

操
の
実
技
」

会�

場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー 

多
目
的

ホ
ー
ル

講�

師　
小
林
量
作
さ
ん
（
新
潟
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
大
学 

教
授
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物
、
内
履
き

※�

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
締
切
り　
３
月
３
日
㈫

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

２
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間

～
広
げ
よ
う　
支
え
合
い
～

　
天
候
が
悪
い
冬
期
間
は
高
齢
者
を
見
守

る
機
会
が
減
少
し
が
ち
で
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
で
き
る
活
動
を
実
践
し
て
地
域
の

つ
な
が
り
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
３
活
動

「
あ
い
さ
つ
」

　
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う

「
気
く
ば
り
」

　
地
域
で
さ
り
げ
な
く
見
守
り
ま
し
ょ
う

「
助
け
合
い
」

　
普
段
と
違
う
こ
と
が
な
い
か
目
配
り
し

ま
し
ょ
う

　
日
ご
ろ
か
ら
見
守
り
３
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
高
齢
者
や
家
族
の
変
化
に
早
く
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
様
子
が
「
い
つ
も
と
違
う

な
」
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
い
つ
も
と
違
う
」
は
、
高
齢
者
や
家
族

の
「
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
サ
イ
ン
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
身
近
な
人
の
気
付
き
が
、
解
決
を
一
緒

に
考
え
る
糸
口
に
な
り
ま
す
。

　
「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
気
づ
い
た
ら
、

気
軽
に
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
、
相
談
者
に
関
す
る
秘
密
は

守
り
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
健
康
・
介
護
予
防
・
認
知
症
・
介
護
保

険
・
権
利
擁
護
な
ど
を
相
談
で
き
る
窓
口

で
す
。

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
２

－

０
２
５
２

大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
７

－

３
１
１
１

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３

－

６
７
２
３

障
が
い
者
虐
待
防
止
法
を

ご
存
知
で
す
か

　
平
成
２４
年
１０
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
が

い
者
虐
待
の
防
止
、
障
が
い
者
の
養
護
者

に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
障
が

い
者
虐
待
防
止
法
）」
は
、
障
が
い
者
だ

け
で
な
く
、
養
護
者
も
支
援
す
る
法
律
で

す
。

　
障
が
い
者
虐
待
と
は
、
障
が
い
者
の
家

族
・
親
族
や
施
設
の
職
員
、
雇
用
主
な
ど

が
行
う
次
の
行
為
で
す
。

身
体
的
虐
待

　
暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て
身
体
を
傷
つ
け
、

痛
み
を
与
え
る
行
為
。
身
体
を
縛
り
つ
け

た
り
、
過
剰
な
投
薬
に
よ
っ
て
体
の
動
き

を
抑
制
す
る
行
為
。

性
的
虐
待

　
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
。

心
理
的
虐
待

　
脅
し
、
侮
辱
な
ど
の
言
葉
や
態
度
、
無

視
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
に
よ
っ
て
精
神
的
に

苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

放
棄
・
放
任

　
食
事
や
排
泄
、
入
浴
、
洗
濯
な
ど
身
辺

の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、
必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
や
教
育
を
受
け
さ
せ
な

い
な
ど
。

経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
（
あ
る
い
は
だ
ま

す
な
ど
し
て
）
財
産
や
年
金
、
賃
金
を
使

う
な
ど
す
る
。
本
人
が
希
望
す
る
金
銭
の

使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
こ
と
。

　
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳

を
保
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

障
が
い
者
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

迅
速
な
対
応
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※�

休
日
・
夜
間
の
緊
急
相
談
な
ど
は
、
当

直
員
（
☎
７
７
３

－

６
６
６
０
）
が
受

理
し
、
速
や
か
に
福
祉
課
に
連
絡
・
報

告
し
ま
す
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る
こ
と
で
、
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
め
ん
類
の
汁
を
１
／
３
以
上
飲
む

め
ん
類
の
塩
分
は
、
１
食
分
で
約
４
～

６
ｇ
で
す
。
そ
の
う
ち
約
７
割
が
ス
ー

プ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
い
調
査
結
果
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（「
食
育
の
風
」
で
検
索
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

�
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
対
人
関
係
を
円
滑
に
取
れ
な
い
」
な
ど

の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感
覚
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
感
じ
方
に
触
れ
な
が

ら
、
人
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
２０
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階 

音
楽
室

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
３９

歳
の
若
者

締
切
り　
２
月
１８
日
㈫

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30～ 11：30　〔診療〕 9：00～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30～ 16：00　〔診療〕14：00～
●印は医師の都合で変更となっています。�
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009　　　　　　　

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

◎インフルエンザ予防接種は1月で終了しました。
　高齢者肺炎球菌の予防接種は、随時行っています。

１日 ２日

休 診 休 診

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日

髙 橋 田 中 髙 橋 髙 橋 髙 橋�
堀内（午前） 福本 休診 休 診

10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日

●田 中　 休 診 ●田 中　 髙 橋 髙 橋 休 診 休 診

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日

髙 橋 田 中 ●松 田　 髙 橋 髙 橋 福本 休診 休 診

24日 25日 26日 27日 28日 29日

休 診 田 中 ●髙 橋　 髙 橋 髙 橋 休 診

2月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

　

令
和
元
年
度
中
に
、
６５
・
７０
・
７５
・

８０
・
８５
・
９０
・
９５
・
１
０
０
歳
以
上
に
な

り
、
接
種
歴
の
な
い
人
に
接
種
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
は
３
月
３１
日
㈫

ま
で
で
す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
義
務
で
は
な
く
、
希

望
す
る
場
合
に
接
種
で
き
、
有
効
期
限
内

に
接
種
券
を
使
用
す
る
と
、
自
己
負
担
額

が
４
，６
１
０
円
で
接
種
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

食
育
の
風　
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

塩
分
を
と
り
過
ぎ
て
し
ま
う
食
行
動

　
平
成
３０
年
度
の
住
民
健
診
で
実
施
し
た

減
塩
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
塩
分
を
と
り
過

ぎ
て
し
ま
う
食
行
動
の
う
ち
、
多
く
の
人

が
当
て
は
ま
る
項
目
は
次
の
３
つ
で
し
た
。

①
漬
物
を
１
日
に
２
種
類
以
上
食
べ
る

食
卓
に
並
ぶ
漬
物
の
種
類
が
多
い
ほ
ど
、

塩
分
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

②
食
事
を
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る

食
事
量
が
多
い
人
は
、
塩
分
も
多
く

と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
食
べ
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【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

シ
リ
ー
ズ
市
民
の
声 

○39

市
役
所
駐
車
場
の
除
雪
に
つ
い
て

【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
市
役
所
駐
車
場
の
除
雪
に
つ
い
て
の
疑

問
が
あ
り
ま
す
。

　

休
日
の
除
雪
は
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 

休
日
ま
で
公
用
車
の
雪
を
落
と
し
、

駐
車
場
を
全
部
き
れ
い
に
す
る
必
要
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
平
日
で
あ
れ
ば
来
客
が
あ
り
、
職
員
の

み
な
さ
ん
も
業
務
で
公
用
車
を
使
用
す
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
除
雪
は
必
要
か
と
思

い
ま
す
。
豪
雪
で
車
が
潰
れ
そ
う
だ
っ
た

り
、
交
通
機
関
が
ま
ひ
す
る
よ
う
な
ら
話

は
別
で
す
が
、
少
し
ば
か
り
な
ら
大
丈
夫

だ
と
思
い
ま
す
。

　
除
雪
を
行
う
基
準
（
い
つ
？ 

誰
が
？
）

を
、
見
直
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

重
機
や
業
者
に
支
払
う
費
用
が
、
も
っ
た

い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

�

（
平
成
３１
年
１
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
本
庁
舎
の
駐
車
場
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の

老
朽
化
や
地
盤
沈
下
へ
の
配
慮
か
ら
主
に

機
械
除
雪
に
よ
っ
て
冬
期
の
駐
車
場
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
は
委
託
で
は

な
く
、
バ
ス
運
転
員
で
あ
る
市
職
員
が
市

の
重
機
を
使
い
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
は
、

早
朝
の
通
学
バ
ス
の
運
転
開
始
時
刻
前
に

除
雪
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
雪
の
と
き
に

は
相
当
に
時
間
を
早
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

雪
が
続
く
と
大
変
厳
し
い
作
業
に
な
り
ま

す
。
土
・
日
曜
日
な
ど
閉
庁
日
の
雪
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
閉
庁
日
明
け

の
除
雪
作
業
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、

バ
ス
の
運
行
開
始
ま
で
に
除
雪
が
終
わ
ら

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
、
閉
庁
日
で
も
雪
が
降
っ
た
際
に
は

除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
用
車
の
雪
下

ろ
し
も
同
様
で
、
車
と
車
の
間
や
車
の
前

後
に
降
り
積
も
っ
た
雪
で
、
閉
庁
日
明
け

の
除
雪
や
車
の
出
入
り
に
支
障
が
出
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
車
を
移
動
さ
せ
な
が
ら

作
業
で
き
る
閉
庁
日
に
除
雪
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
の
判
断
は
、
財
政
課
で
行
っ
て
い

ま
す
。
雪
質
や
天
気
予
報
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
判
断
し
て
い
る
た
め
、
一
概
に
何

㎝
と
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
兼
務
し
て
い
る

職
員
の
負
担
を
減
ら
し
、
総
合
的
に
節
減

に
な
る
よ
う
常
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
担
当
：
財
政
課
）

交
通
災
害
共
済
の
行
政
区
業
務
に
つ
い

て【意
見
・
提
案
な
ど
】

　
町
内
役
員
を
や
っ
て
い
ま
す
。
先
日
区

長
か
ら
交
通
災
害
共
済
の
と
り
ま
と
め
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
取
り
ま
と

め
役
員
用
手
順
書
（
方
式
１
の
場
合
）
が

配
布
さ
れ
、
簡
単
な
説
明
を
受
け
て
き
ま

し
た
。

　
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
町
内
役
員
が
交
通
災

害
の
加
入
取
り
ま
と
め
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
は
が
き
と
チ
ラ

シ
の
配
布
程
度
で
あ
れ
ば
仕
方
な
い
と
も

思
い
ま
す
が
、
集
金
し
て
金
融
機
関
で
加

入
の
代
行
を
し
、
会
員
証
の
返
却
ま
で
行

う
こ
と
に
つ
い
て
は
や
り
過
ぎ
で
は
な
い

で
し
ょ
か
？ 

ま
た
、
何
の
権
利
に
よ
り

市
役
所
か
ら
強
制
的
に
取
り
ま
と
め
を
さ

せ
る
の
で
す
か
？ 

断
る
事
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？ 

区
長
が
配
布
し
て
か

ら
で
は
、
役
員
は
断
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
か
分
か
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

時
代
遅
れ
の
制
度

を
見
直
す
こ
と
の
で
き
る
職
員
は
い
ま
せ

ん
か
。
毎
年
の
役
員
は
大
変
な
思
い
で
作

業
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
急
な
改
善
を

望
み
ま
す
。�

（
平
成
３１
年
２
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
３０
市

町
村
で
構
成
す
る
新
潟
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
が
市
町
村
と
共
同
で
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
民
が
交
通
事
故
に
よ
る
災

害
を
受
け
た
場
合
の
共
済
制
度
で
あ
り
、

少
額
の
会
費
で
治
療
日
数
に
応
じ
充
実
し

た
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
県

民
相
互
共
済
事
業
で
す
。

　
年
会
費
５
０
０
円
で
事
業
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
事
業
開
始
当
初
か
ら
行
政

区
に
各
戸
へ
の
チ
ラ
シ
と
、
加
入
申
込
書

の
配
布
や
会
費
の
集
金
な
ど
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
多
く
の
行
政
区
か
ら
業

務
簡
素
化
の
要
望
が
あ
り
、
市
と
し
て
も

協
力
を
依
頼
す
る
上
で
、
行
政
区
の
声
を

反
映
す
べ
き
と
判
断
し
、
平
成
２９
年
度
に

全
行
政
区
長
を
対
象
に
意
向
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
の
内
容
は
、
次
の
３
つ
の

方
式
か
ら
各
行
政
区
が
対
応
で
き
る
方
式

を
１
つ
選
択
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
の
調
査
結
果
を
平
成
３１
年
度
の

行
政
区
へ
の
協
力
依
頼
に
反
映
さ
せ
て
い

ま
す
。

方�

式
１　
チ
ラ
シ
と
加
入
申
込
書
の
配
布
、

集
金
、
会
員
証
の
返
却
す
べ
て
を
行
う

方�

式
２　
チ
ラ
シ
と
加
入
申
込
書
の
配
布

の
み
行
う

方�

式
３　
チ
ラ
シ
の
配
布
の
み
行
う
（
市

報
配
布
と
同
様
）

　
各
行
政
区
の
取
り
ま
と
め
方
式
の
選
択

に
つ
い
て
は
、
区
民
の
総
意
を
前
提
に
実

施
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
お
住
ま
い
の
行
政
区
で
対

応
可
能
な
方
式
を
再
考
で
き
な
い
か
、
行

政
区
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
方
式
に
つ

い
て
行
政
区
長
か
ら
変
更
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
、
翌
年
度
か
ら
変
更
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

�

（
担
当
：
環
境
交
通
課
）
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
２
月
２０
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階 

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
約
３０
分

締
切
り　
２
月
１９
日
㈬　
正
午

申
込
み　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
観
光
協
会

�

☎
７
８
３

－

３
３
７
７

第
７０
回
南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
と

南
魚
沼
ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
中
止

　
２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
に
予
定
し
て
い

た
第
７０
回
南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
と
、
３
月

１４
日
㈯
・
１５
日
㈰
に
予
定
し
て
い
た
南
魚

沼
ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
記
録
的
な
雪

不
足
に
よ
り
会
場
設
営
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
安
全
確
保
な
ど
の
諸
般
の
事
情
を
考

慮
し
て
中
止
し
ま
す
。

※�

別
日
程
で
の
開
催
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
け
あ
帽
子
く
ら
ぶ
モ
カ
（
穴
沢
）

�

☎
０
９
０－

２
２
２
３－

３
２
６
６

ニ
ッ
ト 
Ｄ
Ｅ 

け
あ
帽
子

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ 
ｉ
ｎ 

池
田
記
念
美
術
館

　
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
な
ど
で
、
髪

の
毛
を
失
っ
た
人
の
た
め
の
帽
子
を
作
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ニ
ッ
ト
帽
や
モ
チ
ー
フ�（
帽
子
の
材
料
）

な
ど
を
製
作
し
、
病
院
な
ど
に
送
り
ま
す
。

日�

時　
２
月
８
日
㈯　
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時

※
ど
ち
ら
か
２
時
間
の
み
の
参
加
も
可

会�

場　
池
田
記
念
美
術
館 

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

内�

容　
か
ぎ
針
編
み
で
モ
チ
ー
フ
や
ニ
ッ

ト
帽
子
を
製
作
し
ま
す
。

定
員　
１０
人

持�

ち
物　
か
ぎ
針
な
ど
の
道
具
、
並
太
毛

玉
３
～
４
玉
（
会
場
で
購
入
可
）

費�

用　
５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
、
飲
み

物
・
茶
菓
子
付
き
）

締
切
り　
２
月
６
日
㈭

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
人
、

里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎

で
す
。

第
４
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時　
２
月
１３
日
㈭

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ

内�

容　
「
思
い
っ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！ 

パ
ー

ト
２
」
寒
さ
に
負
け
ず
、
元
気
に
体
を

動
か
そ
う
（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
あ
り
）

対�
象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
な
ど

参
加
費　
１
人
１０
円
（
保
険
料
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

�

☎
０
２
５－

７
９
４－

２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

３
月
入
校
生
募
集

事
務
基
本
科
３
期

３
月
入
校
生
募
集

対�

象　
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
基
本
を
習
得
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
学
び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期�

間　
３
月
４
日
㈬
～
６
月
３
日
㈬

　
（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
４０
分

会�

場　
キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼
教
室

〔
魚
沼
市
佐
梨
〕

定
員　
１５
人

受�

講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
受

験
料
な
ど
自
己
負
担
あ
り
）

締
切
り　
２
月
１０
日
㈪

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

「
型
枠
作
製
基
本
コ
ー
ス
」

受
講
生
募
集

対
象　
就
業
し
て
い
る
人

期
日　
３
月
１２
日
㈭
・
１３
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

定
員　
１０
人

受
講
料　
３
，９
０
０
円

締
切
り　
２
月
２１
日
㈮

申
込
み　
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板
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みなみうおぬまニュースプラザ

三用小学校で書初め大会が行われました1月9日㈭
　三用小学校〔芋赤〕の体育館で校内書初め大会が行われました。書初め大会は、日本の伝統を大切にし、
字をきれいに書こうとする気持ちを育てるために毎年実施されています。
　書初めの前に、三用地区と魚沼市の人たちによる尺八の演奏が披露され、
なじみのある曲目に児童たちは興味深そうに演奏を聞いていました。また、地
域の書家による大書のデモンストレーションが行われ、縦約2.5ｍ、横約2ｍの
半紙に「天に登る龍のように力強く元気に」と「龍」の文字が書かれました。
　書き初めをする児童たちは、集中して半紙に向かい「お正月」や「光る
海」などの文字を書き上げていました。

秋の褒章 黄綬褒章を受章　小島 重
しげ

光
みつ

さん〔塩沢〕

　小島さんは、昭和45年4月に小島電設株式会社を設立し、代表取締役や会長としての職務の傍ら、電
気工事工業組合魚沼支部の支部長などの役員を20年以上務め、県や東北7県の電気工事業に関する組合
の役員にも長年従事し、組合員の福利厚生の充実や工事現場の安全確保のた
めに工事組合の改革に尽力されました。現在も、魚沼支部の理事として活躍
されています。
　小島さんは、「いろいろな経験をする機会を与えてくれた、組織の人に感
謝しています。また、最後までやり遂げることができたのは、家族や社員、
組合員の協力と理解があったおかげです。大変なこともたくさんありました
が、これまで続けてきたことが認められ、うれしく思います」と語りました。

【
問
合
せ
】

　
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
事
務
局

�

☎
０
９
０－

４
９
４
３－

６
１
２
８

�

（
田
村
）

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

「
雪
燈
し
の
市
」

　

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
「
雪
燈
し
の
市
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

手
作
り
雑
貨
や
温
か
い
食
べ
物
な
ど
、

個
性
豊
か
な
小
さ
な
お
店
約
３０
店
が
市
民

会
館
に
集
ま
り
ま
す
。

　
屋
内
な
の
で
、
寒
さ
を
気
に
せ
ず
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
通
常
の
開
催
時
間

と
異
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
８
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
～
７
時

場
所　
市
民
会
館
１
階 

ホ
ワ
イ
エ

【
問
合
せ
】�

八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

�

☎
７
８
０

－
４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

○22

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

冬
の
小
鳥
た
ち
２
（
ア
オ
ゲ
ラ
）

　
先
月
に
続
き
、
八
色
の
森
付
近
で
み
ら

れ
る
鳥
た
ち
の
紹
介
で
す
。
渡
り
を
し
な

い
鳥
（
留

り
ゅ
う

鳥ち
ょ
う）
は
い
つ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
冬
は
木
々
に
葉
が
無
い

た
め
観
察
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
ま
に
公
園
で
「
ド
ロ
ロ
ロ
…
」
と
響

き
渡
る
音
の
主
、
そ
れ
は
キ
ツ
ツ
キ
の
仲

間
で
す
。
八
色
の
森
で
は
３
種
類
の
キ
ツ

ツ
キ
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
番
大

き
い
の
は
ア
オ
ゲ
ラ
で
す
。
ア
オ
ゲ
ラ
は

背
中
が
灰
緑
色
で
後
頭
部
に
赤
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。
ア
オ
ゲ
ラ
に
比
べ
て
や
や
小

型
で
、
全
体
的
に
白
黒
で
頭
と
下
腹
部
が

赤
い
の
は
ア
カ
ゲ
ラ
で
す
。
そ
し
て
、
一

番
小
さ
い
の
は
コ
ゲ
ラ
で
す
。
コ
ゲ
ラ
は

冬
に
な
る
と
他
の
小
鳥
た
ち
（
主
に
カ
ラ

類
）
の
群
れ
に
交
じ
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。

白
黒
の
地
味
な
小
鳥
で
す
。

　
キ
ツ
ツ
キ
が
木
を
啄つ

つ
く
こ
と
を
ド
ラ
ミ

ン
グ
と
言
い
ま
す
。
前
述
の
「
ド
ロ
ロ
ロ

…
」
は
そ
の
音
で
す
。
ド
ラ
ミ
ン
グ
の
音

が
聞
こ
え
た
ら
、
ぜ
ひ
、
そ
の
音
の
主
を

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

アオゲラ
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月2 のカレンダー

行政
困りごと

相談

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関する相談
を聞き、制度や運営の改善に生かすための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
2月19日㈬ 13：00 ～ 15：00� 市役所本庁舎南分館
【問合せ】総務課 防災庶務班� ☎773－6660

� 【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくださ
い。重症（意識がないなど）の場合は
119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
・�電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
を案内する場合があります。

・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう吐、
下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
⃝新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（#7119でも可）
⃝新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（#8000でも可）

　昨秋、子どもたちが市内でコース
ターを作る機織りを体験しました。とても楽しかった
ようで、作品を見せてその様子を教えてくれました。
そろそろ、雪ざらしが見られる時期になりますが、記
録的な少雪が気掛かりです。
　この地にとって雪は、生活すべてに関わるもの。こ
の2月号が発行されるころには、順調な降雪があるこ
とを願っています。
� （秘書広報課　南雲）

編集後記

市民の動き
令和元年
12月末日現在（ ）

◦人口 　　56,196人　（先月比� －21）
◦男　 　　27,521人　（先月比� －11）
◦女　 　　28,675人　（先月比� －10）
◦世帯数 　20,068戸　（先月比� 21）

日にち 行事名・時間・会場など

9日㈰
おはなしのじかん
11：00 ～ 11：30　図書館 児童コーナー

13日㈭
プラチナDVD上映会『三遊亭楽太郎　十八番集3』
10：00 ～ 11：10　図書館 多目的室

15日㈯

しおざわ雪譜まつり
11：00 ～ 20：30　鈴木牧之記念館周辺
DVD上映会「ムーミン～友情の巻～」
10：30 ～ 12：10　図書館 多目的室
読書のつどい「たのしいことば」
14：00 ～ 15：30　図書館 多目的室

16日㈰

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～ 15：00　イオン六日町店2階
第41回ノルウェー大使杯争奪スキー大会
欠之上クロスカントリーコース

21日㈮
乳幼児親子おはなしの会「えほんであそ
ぼ」～おひなさまを作ろう！～
10：00 ～ 11：30　大和公民館

24日
（月・振休）

第61回レルヒカップ長岡将軍杯争奪大回
転競技大会
シャトー塩沢スキー場

25日㈫
第2回農業委員会総会
9：30～　大和庁舎3階 旧議場

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※ふれ愛広場のみ小学校3年生までの児童とその保護者
時間　9：30 ～ 15：30
　　　9：30 ～ 18：00（六日町会場 ふれ愛広場のみ）

大 和 会 場 　大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日
2月13日㈭　10：30 ～ 11：00
支援講座「乳幼児の食事」　講師：栄養士

六日町会場 　イオン六日町店専門店館（1階）
　毎週 月・火・木～日曜日
2月18日㈫　10：30 ～ 11：00
支援講座「乳幼児の食事」　講師：栄養士

塩 沢 会 場 　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日
2月12日㈬　10：30 ～ 11：00
支援講座「乳幼児の食事」　講師：栄養士

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、2月8日㈯・22日㈯の
13：30 ～ 14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します。（申込み不要）開催中はふれ愛広場の利
用はできません。
　また、毎月2回おりがみタイム（11：00 ～ 11：30）
を開催します。開催日は広場に掲示してあります。ぜひ、
遊びに来てください。
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

救 急 医 療

ほのぼの広場

　1月9日㈭、三用小学校で新春の書初め大会が
行われました。児童たちは尺八の演奏で心を落ち
着かせ、真剣な表情で半紙に向かい丁寧に書き初
めを書き上げました。

今月の

表紙

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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